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〈概 要 〉

社会の変化 は,家 庭生活及び子供の生活 の中に も,様 々な影響 を及 ぼ してお り,日 常生

活の 中で子供が,生 活の基礎的 な技能や家庭の仕事 を実践す る力を身 に付 ける機会が減少

して いる。そ こで,児 童が生活の主体者 と して 自分 の生活 を見っ め,そ の 中か ら課題 に気

付 き,家 庭生活を よりよ くしようとす る意欲を高め,主 体 的に解決 し実践す る力を身 に付

け ることが大切だ と考え,研 究主題を 「よ りよい家庭生活 を目指 し,主 体的 に実践す る力

を育て る指導の工夫」 と した。

研究は,「 家族の生活 と住 居」領域 を通 して推進 した。具体的 には,児 童が興 味 ・関心

を もち,主 体 的にかかわ ることがで きる教材 の作成,課 題解決型の学習の展 開の工夫,実

践 的 ・体験 的な活動が で きる場 面の設定 などを行 い,授 業研究 によ り考察を した。
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よ りよ い 家 庭 生 活 を 目指 し

主体 的 に実践 す る力 を育 て る指 導 の工 夫

「家族の生活 と住 居」領域 の指導 を通 して

1研 究主題設 定の理 由

目ま ぐる しく変化す る社会 において,子 供 たちが主体的 に生 きてい くことがで きる資質や

能力を育成す ることが今求め られて いる。

その ためには,児 童一人一人 が様 々な事象 に関心 を もち,何 が問題であ るかを見い 出 し,

自 ら考え,主 体的 に判断 し解決 す る能力 の育成 が重要で ある と考え る。

社会 の変化 は家庭生活及 び子 供の生活 の中に も,少 なか らず影響を及 ぼ して いる。

少子化,核 家族化 が進 み,家 庭の様 々な生活 習慣や年 長者 の豊富 な経験が子供 に伝わ りに く

くな ってい ること,さ らに,家 事の合理化,省 力イヒが進み,子 供が生活 の基礎 的な技能 や家

庭の仕事を実践 す る力を身に付 ける機会が減少 して いることな どであ る。

そ こで,家 庭科 にお いて は,児 童が生活の主体者 と して 自分の生活 を見っめ,そ の中か ら

課題 に気付 き,家 庭生活を よ りよ くしよ うとす る意欲を高め,主 体的に解決 し実践す る力を

身 につ けることが大切だ と考 え,本 主題 を設定 した。

具体的 には,子 供 たちが興味 ・関心 を もち,主 体的 にかかわ ることがで きる豊 かな教材を

吟味 し,課 題解決型の学習を積極 的に取 り入れ,多 様 な学習活動を展開で きるよう工夫す る

ことなどを,研 究の柱 とした。

研究 は,「 家族 の生活 と住居 」領域 について深 める ことに した。 この領域 は,「 食物」

「被服 」領域 と比べ る と,子 供 たち は実生活 で意識 す ることが少 ないせ いか,興 味 ・関心が

低 いよ うに思われ る。 また,現 在の 日本の厳 しい住環境 を子供 の力 ひ とっで は改善 しに くい

点,プ ライバ シーにかかわる点な どを配慮 す ると,実 践化 まで深 めに くい領域で もある。

しか し,家 族 は温 か くかけがえのない ものであ り,家 族 の一員 と して助 け合 い,思 いや り

を もって生活す る こと,ま た,住 まい は生活 の器 と して,家 族 が安 らぐ憩 いの場で もあ り,

生 きるための基盤 とな る大切 な場であ ることを踏 まえ ると,こ の領域で研究 を深 める ことは,

大切 な ことであ ると考えた。
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H研 究の基本的な考え方

研 究主題 に迫 るため,研 究の構 想を立 てた。

研 究推進 に当た って,第5学 年分科会,第6学 年分科会 に分かれ,そ れぞれ児童 の関心 ・

意欲 を喚起 す る指導 の工 夫,問 題解決型の学習過程の工夫,実 践 の場 の設定 の工夫 などにっ

いて,授 業研究 を行い検証 してい く。

研究の構想図 家 庭 科 の 教 科 目標

「家 族 の 生 活 と 住 居 」領 域 の 目 標

児 童 の 実 態

・ 「食物」 「被服」領域

に比べ、興味 ・関心が

低い。
・物質的に豊かなため、

物を大切にす る意識が

薄い。
・主体的に生活 しようと

する意識はあるが、基

礎的な生活態度が身に

付いていない。
・家族構成、生活様式、

住宅事情が多様 なので

学習 した ことが実践に

結び付 きに くい。

研 究 主 題

よ りよい家庭生活を目指 し、主体的に

実践す る力を育てる指導の工夫
一 「家族の生活 と住居」領域を通 して一

研 究 主 題 追 究 の 視 点

主体的に実践す ることができる力を育て

るために

○ 自分の生活 に関心を もち、問題点に気

付 き、課題をっかむ。

○ 基礎的な知識 ・技能を身 に付ける。

○ 課題解決の方法を創意工夫す る。

○ 実践の場を設定す る。

目指す児 童 像

・家族の生活や住生活

に関心を もっ児童
・自分の生活の中で課

題を見っけ、創意工

夫 し、実践する児童

研 究 方 法

指導の工夫

実践の場の設定の工夫 ・

① 児童の関心 ・意欲を喚起す る指導の工夫をす る。

(生活の実態 に即 した題材の工夫、指導内容の精選 と評価)

② 課題解決型の学習展開の充実 を図る。

① 自らの生活 を見直 し、実践的、体験的 な活動ができる場の設定

を工夫する。(学 校、家庭、地域社会)

授 業 研 究

評 佃 石1
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皿 研 究 内 容

1指 導計画 と評価計画

指導計画 は,2個 学年 を通 して家族 の生活 と自分 の立場及 び役割を理解 し,家 族の生活 と

住 まいに関心 を もつ とともに,快 適 で安全 な住 まい方 や計画的 な生活の仕方を工夫す る こと

がで きるよ うに,第5学 年,第6学 年 の関連 を図 って作成 した。

さ らに,学 習過程 を児童 自 ら課題 を見っけ,追 求 し解決 して い く態度 を育て る課題解決型

の学習 になるよ うに し,自 分の生活を見っめ る場 の設定 を工夫 し,実 践的 ・体験 的な学習 を

通 して,「 分か った」 「で きた」 「や ってみたい」 とい う喜 びや意欲 を もたせ,家 庭で の実

(1)第5学 年(14時 間)

学 題 時 過

材 小 題 材 主 な 学 習 活 動

期 名 数 程

家 解 ○ 自分 と家族 について
・家 族 の 役 割 に つ いて 話 し合 う。

一 族 決 考えよ う

と
2

す ○協力 して仕事を しよ ・家の人の思いや 自分の考 えか ら,自 分 の仕事
学

と る う を 決 あ る。

期 も 実 ○実践の発表を しよう ・自分の仕事の実践計画 を立 て る。

に
2

践 ・実 践 した こ とを 発 表 し合 う。

○身の回 りを きれ いに ・気 持 ち よ い住 ま いを イ メ ー ジす る。

見 しよ う ・身の回 りを きれ いにす る手順や方法 を考え,

気 つ 実 践 す る。
2

あ ○気持 ちのよい住まい ・きれ い に した感 想 を発 表 す る。

持
る について 考えよ う ・気持 ちのよい住 まいにす るたあに必要 な こと

ち を考 え る。

二 ○片づ け上 手 になろ う ・整 理 ・整 とん の経 験 を もと に ,工 夫 して い る
の

こ とを発 表 し合 う。

よ 解 ・整理 ・整 とん の方 法 につ いて 考 え る。

学 ○ ごみの しまっ にっい ・ごみ を分 別 す る。

い
決 て考えよ う ・ごみの分類 の仕方 や出 し方 を知 る。

住 6 ・ごみを減 らす工 夫や ものの大切 な使 い方 を考

期 す え る 。

ま
○ リサ イ クル しよ う ・不 用 品 につ い て 調 べ て きた こ とを 発 表 し合 う。

い る ○住 まいを清潔 に しよ ・調 べ て きた こ とを もと に ,掃 除 を す る。

う ・掃除が必要なわ けを考え る。

に
・場所や汚れ に応 じた掃除につ いて考え る。

実 ○実践発表 を しよ う ・実 践 した こ とを 発 表 し合 う。

2
践
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践 に結 び付 くよ うに した。

なお,第6学 年 の 「買 い物 の仕方や金銭の使 い方」にっいては,食 物領域の調理実習や,

被服領域 の製作 における材料 の準備の際 に,第5学 年の物の活用 に関す る学習 を基礎 に して,

品物 の選 び方 や買い方,金 銭 の使 い方 など消費者 と して必要な態度 を育 て るよ うに した。

さらに,評 価 計画は指導計 画に沿 って作成 し,評 価の基準を設け,4っ の観点 を明 らかに

した。

評 価 の 観 点

評 価 規 準 1関 意 態 創工1技
t

知理

i心 欲 度 意夫 能 識解

・自分 が 家 族 の 一 員 で あ る こ と に気付 く。 ●

・家族の協力の必要性が分か る。 ● ●

・自分 にで き る仕 事 を 見 つ け る。 ● :
}

・進 ん で 計 画 を 立 て る。 ● ●

・実 践 した こ とを 発 表 しよ うとす る。 ●
1一

・イ メ ー ジを絵 な どで 表 現 す る。 ● ●

・自分 の身 の 回 りを見 直 し,進 ん で きれ い にす る。 ●1 ●

1
・感 想を 自分 の言葉 で発表 しよ うとす る。

1

●

F

・気持 ちのよい住 まいにす るために必要 な方法を考え る。
…

● ;

i
…一

・工 夫 して い る こ とを ,発 表 しよ う とす る。 ●

.鯉.整 とんの方法が分かる.i ● ●

・ごみ の 分 類 の 仕 方 が 分 か り ,分 別 が で き る。 ● ● ● ●

・ごみを減 らす工夫や ものの大切な使い方が 分か る。 ●
1●
! 1●

・進 ん で 調 べ る こ とが で き,発 表 しよ う とす る。 ●

レ 調べた・とを生か して・掃除をする・i・ ■ ・
1・ 掃 除 が 必 要 なわ け が 分 か る

。
ヨ

●

・場所や汚れ に応 じた掃除の方法が分か る。 ● ● ●

・自分 の 家 庭 にあ っ た実 践 を 発 表 しよ う とす る。 !● …

i
・関心 を もって,発 表を聞 こうとす る。i●i }
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(2)第6学 年(24時 間)

学 題 時}i
1

材 小 題 材 主 な 学 習 活 動

期 名 数

生計 2 ①家 庭 って どんな ところ ・家 庭 の 働 きに つ い て 考 え る。
一

活画 2 ②見 直そ う!家 族 の生活 ・生 活 時 間 を 見 直 し,よ り よ い 過 ご し方 を 調
学 6

を的 時間 べ,発 表 す る 。

期
に 2 ③ じょうずな買物 ・金 銭 の 大 切 さを 知 り ,記 録 の 仕方 を調 べ る。

1 ①窓 はなぜあ るの?1 ・模 型 の 家 に入 る。

レ 快適 に生活す るための窓 にっいて考 え る。

L窓 か ら取 り入れ るもの油 す ものを考え る。

3 ②窓 か ら考え よ う!
・採光の必要性 とその方法 を調 べ る。

住
・ 日 光 ・日光の効果を調べ上手な利用法を考 え る。

(採 光 と照 明) 南 向きの窓や大 きな窓 と部 屋の明 るさ

ま 暖か さ と乾燥

殺菌 と骨の発育。

二 ・照 明 の必 要 性 と その 方 法 を 調 べ る。
い

・照度計 を使 い,適 切 な照明の仕方を考え る。

2 ・風(通 風) ・風 の 通 り道 を 観 察 し,風 通 しを よ くす る方 法

を を考 え る。

12 1 ・音 と景 色 ・音 の 問題 につ いて 話 し合 い ,騒 音 を 出 さ な い
学

(騒 音 と気分) 工 夫 を考 え る。

快

2 ・季 節i・ 窓 か ら見 え る景 色 と気 分 にっ いて 考 え る。

適
i(夏

の く ら し ・冬 の くら し湧 ・日本 の 気候 の 特 徴 を知 り,よ り涼 し く,よ り

期
1暖 か く住 むための工夫 を考え る・
i・ 空気 の汚 れの原因 を考 え,換 気 の仕方 を考え

に
る 。

1 ③住 まい って どんな とこ ・住 ま い の 働 きを知 り,快 適 な住 み方 を考 え る。

ろ

2 ④ 見直そ う!地 域の環境 ・快 適 に住 む た め に ,地 域 の 問題 点 に 気 付 き,

環境を よ くす る方法を考え,話 し合 う。

生れ 1 ①心 のっなが りを深あ よ ・家 族 の 一 員 と して ,触 れ合 い を 深 め るた め の
三

学
活合

6
う 工 夫 を 考 え,話 し合 う。

期
にい 5 ② 贈 り物 を作 ろ う! ・家族への,贈 り物の製作計画を立案 し,製 作

触を す る 。
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1

評 価 の 観 点

評 価 規 準 関意態 創工 技 知理

心欲度 意夫 能 識解
・意 欲 的 に考 え ,自 分 の経 験 を ま とめ,進 ん で 発 表 しよ う とす る。 ●

・自分 や家族の生活 時間に関心 を もち,問 題点 に気付 く。 ●

・工 夫 点 にっ いて 考 え ,生 活 に生 か そ うとす る。 ●
・金 銭 の 大 切 さが 分 か り,記 録 が で き る。 ● ● ●
・模 型 の 家 に入 り ,感 想 を 発 表 しよ う とす る。 ●

・快 適 に生 活 す るた あ の 窓 に興 味 ・関 心 を もっ
。 ●

・採 光の必要性 が分か る。 ●

・採 光 の仕 方 が分 か り,工 夫 す る。 ● ●

(窓 と太 陽の関係が分か る。)

(日 光 の働 きが 分 か る。)

・照 明の必要性 とその方法が分 かる。 ● ●

・風の通 り道を関心 を もって観察 し,よ い通風の仕方 が分か る。 ● ●

・騒 音 を 出 さな い工 夫 を 考 え ,発 表 しよ う とす る。 ● ● ●

・景 色 と心 の か か わ りを 知 る。 ●
・日本 の気候 の特徴が分か る。 ●
・季節 に あ った 住 み 方 を工 夫 す る

。 ● ●
・暖房 の仕方が 分か り,器 具 を正 しく安全 に取 り扱 う。 ● ●
・換 気 の仕 方 が 分 か る。 ●
・よい窓 の条件 が分 か り

,快 適 に住 むための工夫をす る。 ● ● ●
・住 ま いの 働 きが 分 か る

。 ●
・関 心 を も って 地 域 を見 っ あ た り

,調 べ た り して 話 し合 う。 ●

・触 れ 合 いの 工 夫 を 考 え
,発 表 しよ う とす る。 ● ●

・家族 への贈 り物 を製作で きる
。 ● ●
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2指 導事例

く第5学 年 〉

(1)実 態調査

① 調査 目的 児童 の身の 回 りの持 ち物 の所有や,整 理 ・整 とんの実態に関す る調査を し

指導の ための基礎 資料 とす る。

② 調査対象 都 内公立小学校6校 の第5学 年児童450名

③ 調査時期 と方法 平成7年6月 下旬 質問紙法に よる無記 名調査

④ 調査結果

ア あなたの持ち物にっいて教えて下さい。

*あ なたは,え んぴっを何本位持 っていますか。*

1～10本 20人 71～80本 19人

1}～20本 52人 81～90本 li人

2i^-30本 78人 91--100本 11人

33～40本 79人 101-150本 21人

4050本 55人 151～200本 5人

51～60本 33人 201～ 本 8人

61～70本 19人

*あ なたの持 ち物の中で ,む だだな あと

思 うものはあ りますか。

使わ なくな ったぶんぼ う具はどう していますか。

(複数回答)

とっておく

人窃 げる

す て る

そ の 他

psi

zoi

120

4%

イ 自分で整理 ・整とん しているものは何ですか。

(複数回答)

あ る36% な い64%

本 ・マンカ"・教科書

ぶんぼう具・筆記用具

おもちゃ・遊び道具

フ。リント。テスト類

小 物 ・がらくた

そ の 他

poi

55%

1

1

43%

43%

}32%

コ7%

⑤ 考察

ア えんぴっや消 しゴムは,キ ャラクター もの,に おいがっいている もの等児童の興味 を

引 きっけ る ものが多 く,し か も安価なので欲 しい と思 えば簡単 に買え るので はないか と

思 われ る。 しか し,「 無 駄な ものがあ る」 と答えた児童 は36%で,物 が あふれて いる現

状 の認識が で きてい る児童は少 ない。そ こで,資 源 を有効 に活用 す ること,物 を大切 に

する とい う意識 を もつ ことがで きるよ う指導 す る必要が ある。

イ 約半数の児童 は,自 分 の身 の回 りを自分で整理 ・整 とんで きて いる。 しか し,こ こに

あげた もの は,高 学年 に もなれ ば自分で管理 して欲 しい ものばか りであ る。半 数 とい う

の は少 ないと言え る。整理 ・整 とんの必要性 に気付 き,上 手な整理 ・整 とんの仕方 を身

に付 け,実 践で きるよう指導 して いきたい。
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(2)指 導 の実 際

① 題材 名 気持 ちの よい住 まいに

② 題材 にっいて

物が豊か に手 に入 り,児 童の持 ち物 も増え,整 理 ・整 とんす る物が多 くな って いる。児

童 は,気 持 ちよ く住み たい とい う意識 は もって いるが,自 分か ら整理 ・整 とんや清掃 を し

よ うとす る児童 は多 くないのが現状で ある。 また,そ れぞれの家庭 の生活習慣や家 の構造

の違 い,家 庭の仕事へ の参加の仕方等 も様 々で ある。

本題材 は児童が清潔 で気持 ちよ く住 ま うことを考え,日 常生活の中で考 えた ことを実践

で きる ことをね らい と して いる。指導 にあた って は,ま ず最初 に 「住まい」にっいてのイ

メー ジを絵 や文で 表現 し意識化 させ る。次 に,実 際 に机や ロ ッカーの中の整理 ・整 とん な

どの体験 を通 して,気 持 ちよい住 まい とはどん な所かを考え させ,上 手 な整理 ・整 とんの

仕方,ご みの処理 や不用 品の活用,身 の回 りの清掃 などへ と学習内容 を焦点化 す る。また,

身 の回 りの持 ち物,家 庭 か ら出る不用 品や ごみを調べ ることを通 して,活 用 していない物

の多 さに も気付 くよ うに し,そ の原 因や活用 の仕方を考え る。そ して不用品を少 な くす る

ためには,必 要のない物 や無駄 な物 は購入 しない ことが大切であ ることにも気付 くよ うに

し,さ らに資源 の活用 にも目を向け,有 効 な資源の使 い方 にまで学習を発展 させたい。

住 まいの汚 れや清掃の仕方 などの学習 は,児 童が興味 ・関心を比較的 もちに くい。そ こ

で,学 習過程 を工 夫 した り実践 的 ・体験 的な活動 を具体的 にどの ように設定 す るか考えた

り して,児 童が主 体的に学習に取 り組 み,意 識 的に学習で きるようにさせたい。 さらに,

一人 一人 の児童の考えや工夫によ る活動 を生 か した考えを取 り入れ,各 家庭 に合 わせて 創

意工 夫 し,実 践 で きる力を育て るよ うに したい。

③ 題 材の 目標

○ 気持 ちよ く住むために必要な ことに気付 く。

○整理 ・整 とんや清掃 の仕方 が分か る。

○ 工夫 して身の回 りの整理 ・整 とんや清掃 を しよ うとす る。

○ 自分の持 ち物 の整理 ・整 とんや材質に応 じた適切 な清掃がで きる。

○ ごみを減 らす工夫や,物 の大切な使 い方 を考 え,実 践で きるよ うにす る。

④ 指 導計画(全10時 間)

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

身の回 りを きれい に しよう

気持 ちのよい住まい にっいて考えよ う

片づけ上手になろ う

ごみの しまっについて考えよ う

リサ イ クル しよ う

住 まいを清潔 に しよ う

実践発 表を しよ う

1時 間(事 例1)

1時 間(事 例2)

1時 間

2時 間

1時 間

2時 間

2時 間
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⑤ 事例1 「身 の 回 りを きれ い に しよ う」(1/10)

ア 目標 ○ 自分 の 身 の 回 りを きれ い に す る。

響 』

「何 を ど の よ うに な らべ よ うか な?」

「マ ジ ックの 向 きを そ ろえ よ う!」

穐難
難

灘

ジ 嘉

.触 豫 驚

。 傘 〉 論 。

セ 　 キ

1蝋 ・騨 ・

輸、瞭 騨漁 鱗㌦ 鍵

蒙

蓬難雛
・撫 露演

、

簸 静酵

イ 展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援

0気 持 ちの よい 住 ま いを イ

メー ジ して,絵 を か く。

○身の回りを見て,気 付い

たことを発表する。

・持ち物がちらか ってい

る
・床が汚れている

・ごみがいろいろな所に

ある。

○ イ メ ー ジを 自 由 に書 く こ

と に よ り,住 ま い に つ し、

て 興 味 が もて る よ うにす
i

る。

○絵がかけない児童には,1

文章などでもよいことを1

知 らせる。1

○友達の発表を聞 くことに

より,自 分が気付かない

身の回 りに気付 くように

す る。

墜 翌 の回りをきれいにしよう1

○ どこをどのようにきれい ,
にするか,自 分で考え作

業をする。
・使いやす くする

・いらないものをすてる

・使わないものを持ち帰

る
・汚れをとる

○きれいにするための手だ

てを,自 分で考えて作業

に入ることをおさえる。

○手だてが分からない児童

には,き れいにしたい場

所の様子を見直したり,

友達の作業を見たりする

ように助言をする。

　

1学 習のまとめを しよう一
○作業内容や感想を記録す1

る。

○今後の学習について確認

し合う。

○作業内容や作業後の気持

ち(感 想)を くわ しく書

くことで,き れいにする

ことのよさにも気付 くこ

とができるようにする。

○今後,今 日の作業をもと

に,気 持ちよい住 まい方

の学習をしていくことを

知 らせる。

「わ あ!す っ き り した 」

ウ 評価 ○ 自分な りに手だてを考え,

ことがで きたか。

きれいにす る

一10一



評 価(観 点/方法)竣
_料

ゆ 絵や文章などz,住 まいのイメー ジiO醐 紙

を表現する。

l

i
[

(意/絵),

1

…

}○身
の回りに関心を もち,進 んで発表1

しようとする。(意/発 表,観 察)

1

ll

ii

iiO身
の 回 りを きれ い にす る手 だ て を、 ○ ワ ー ク シー ト

自分 な りに 考 え,意 欲 を も って,作iOご み 箱

業 を 働 る。(意.創/観 察)!○ 掃 除 囎1

1

}○ 自分の言葉で くわしく記録す る。

(意/ワ ー ク シー ト)

}

意→関心 ・意欲 ・態度

創→創意工 夫 解理●

能

識

技

知

↓

↓

技

知

一il一

みんなが 出 した ごみ

「ま だ十 分 使 え る色 鉛 筆
,定 規,ケ シ ゴ ム

マ ジ ッ クな ど もた くさん 捨 て られ て い るよ 」

}難 懸
1駐立ム_1

道 具 箱,ロ ッカー,か ば ん,

きれ い に して いた 児 童 。

床 などを

〈思 つ た こ と、 気 づ ひ た こ と〉

静 ん 彗 か 受 ヤい ・t:1†=か ら 者界1ぎ1・ ・て.
, 一 一一r聯 一』～ 畠)・ 一・ …・・}・

Zも 皇 れ い1悔
.ナ 鶏.t高 オ、ら7ナ ん な

r8●-

寺 れ"に 吻 ゲ た4、 弓 ミ 叱 ち 抵 ・、・、、
.・.

芝戴 窒・蔑歩・こi籠策a灘W-一
コー 塗 二套 か たi六 ズ 今'惣 ま.

気 ミム無 れ ・・i…え一惣『 一

礁 く鰍 感 した。

教室,黒 板,黒 板 消 しな ど を

きれ い に して い た 児 童。



⑥ 事例2「 気持 ちのよ い住 まいにつ いて考えよ う」(2/10)

ア 目標 ○気持ちのよい住まいにす るために,必 要

な こ とが分 か る。

○ 自分の家 を見 つあて こよ うとす る。

艶

,〆

「本だなを整 とん した よなあ」

イ 展開

[場 所]ご こ をな
に 奄

oヅ ー

お覧臭耗

ナが

い す

ワヅかq㌣

つく知f

がべ

零権 ハ初 瞳 讐

ドア

斎σじq

f奉盲看

z卜 一マ・"r
一フくス

."二

か か')t

[方 法]ど の よ う に(くわしく)

イ吏qで 寸`・∫ラ整 獲 し氏,

こ『訥も すて、董 建L起.

亨託{〈5、 た そ・弊に 腸 α
小し,た.

メqヌ'ミ影 し紀

冬 ホtも した.

ノ}(,5ぐ短 しk,

ノ算ぶ ゼをiた

挿し・玉聾 匙そ
.

ヨ(ゐ捷 亀 した

,」iぎ乞εしそ

て ・・杁 ・にて乗 ん侭 ●

,k.ぶ て執 た.

1ζ`xt乞 ㌔ 孜,

・ヒ、う・莞 預 托

「整 とん した こ とや

学 習 活 動 教 師 の 支 援

身の回りをきれいにした感想を発表 しよう

○ ビデオを見て,前 時の活
動を思い出す。

○作業を した感想を発表す
る。
・気持ちがよい
・すっきりした
・使いやす くなった
・これからもきれいにし

たい

○前時の作業を思い起 こす
ことができるようなビデ
オを用意する。

○発表か ら,気 持ちよく生
活することが大切なこと
に気付 くようにする。

気持ちのよい住まいにするたあに
必要な ことはなんだろう

○ 「気持ちのよい住まいに
するために必要なこと」
を考える。
・ものを分類する
・置き場所を決める
・安全なしまい方をする
・ごみをすてる

○カー ドを仲間ごとに,分
ける。

○ カ ー ドを 分 類 す る。
・整 理 ・整 とん

・ごみ の 出 し方

・そ う じ

○ 自分 が 実 践 した方 法 や工

夫 を,色 シ ール を 使 って

分 類 し,分 か っ た こ と を

ま とめ る。

○各自が した方法や工夫を
グループの中で発表 し合
い,カ ー ドにまとめてい

けるように見て回 る。
○カー ドを整理することに

より,共 通の方法がある
ことに気付 くようにす る。

○前のグループの発表を参
考にカー ドを仲間ごとに
分けてはるように促す。

○気持ちよい住まいにする
ために,必 要な方法を分
類 したカー ドをもとに考
えていくように助言す る。

○色 シールをはることによ
り,1つ の方法だけでは
ないことに気付 くように
する。

○気持ちよくするためには,
いろいろな方法が必要な
ことをおさえる。

自分 の 家 を見 っ め て こよ う

○前時に出 した自分たちの
ごみを見て,気 付いたこ
とを発表する。

○自分の家を見つめて くる
ことを確認する。

○ごみの出し方について気
をっけていることと,実
際に出したごみを見直す
ことにより,さ らに工夫
しようとする意欲を喚起

する。

そ う じ した こ とに

分 け よ うよ 」

ウ 評価 ○話 し合 いや分類 によ り,気 持 ちの よい住

まいにす るための方法が分か ったか。

○ 自分の家を見っめて こよ うと して いるか。
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評 価(観 点/方 法)

○積極的に,感 じたことを発表 しよう
とする。(意/観 察)

○ グ ル ー プで 協 力 し合 い,カ ー ドに ま

とめ る ことが で きる。

(意/観 察,短 冊 カ ー ド)

0気 持ちよい住まいにするために,必
要な方法が分か り,自 分が実践 した
ことを分類する。

(意,知/観 察,ワ ークシー ト)
○自分の言葉でまとめる。

(創,知/発 表,ワ ー クシー ト)

資 斗*

○ ビデオ

○前時のワーク

シ ー ト

○短冊カー ド

○色 シール

○前時に出した
ごみ

○ 課 題 の ワー ク

シー ト

意→ 関心 ・意欲 ・態度

創→創意工夫

技→技能

知→知識 ・理解
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〈今 日の学習 で わかったこ と〉

そうe}し～}ミ薫圭£登とん、乏うelこフ+の

始 未 躯 っ の纏 類 に分 げられ る.

ぶtVん甑 ∂ ぐヴ 計碗 床 舐 て・弓

勲 、爆 鍵 どん をや3ども と 痴 や

すぐ 芝軋 いに ぢ 乱

板書例

黄 緑 色 の カ ー ドに ま と めて 「整 理 ・整 とん 」

と し,同 様 に青 色 を 「そ う じ」,黄 色 を 「ご

み の始 末 」,桃 色 を 「不 用 品 の 活 用 その 他 」

と して 色 別 の カ ー ドに分 類 した。

メ 、疇"「 麩

「これ は,そ う じだ か ら青 シー ル だね 」



〈3)考 察

① 学 習を始め るに当た って,児 童が 「気持 ちのよい 一

住 まい」を どうとらえてい るか把握す ること,さ ら}

に混 童の住 まいに対す る興味.関 心を喚起 す るこ1

とを 目的 と して,r気 持 ちの よい 住 まい 、 を イ メー1

ジ した もの を絵 や 文 で 表現 させ た 。 児童 の絵 を 見 るi

と,「 気持 ちの よ い 住 まい 」 を 次 の よ うに 考 え て い1

・家 の 外観 の み(67 .8%)アi

・家 の 外 観 と中 で 暮 らす 人 物(28 。7%)… … イi

・家 の 中 の 人 物 ,家 具,花(3.4%)ウiア 勧煽 濠 も バメ,ヲし驚 敦 む 弓.i

建覇郷 鰍 継 力雛 を撫 乏潔 。L_」
また,人 物を書 き入れて いた児童が約30%い た ことか らは,家 を家族 の生活 の場,く つ

ろぎの場 とい う暖か い ところ として とらえてい ることが分か った。

児童 の興味 ・関心が薄 い 「住居 」領域 を学習す るに当た り実施 したイ メー ジ作 りの学 習

は,学 習意欲 や興味 ・関心 を喚起 して有意義で あ った。 さ らに,指 導 する側 に とって は住

居の学習 は家 や建物 の学習 ではな く,ど う住 ま うか という身の回 りの ことか ら学 んで い く

こと,児 童 に も実践 で きるものがあ るとい うことを明確 に して い く必要性を実感 した。

な お,「 気 持 ちの よ い住 ま い 」 を イ メー ジ した絵

は,ワ ー ク シー トを と じる フ ァイ ル と して活 用 す る。

② 第1時 で は,課 題 に 目を 向 け る よ うにす る た め に,

まず 身 の 回 りを きれ い にす る活 動 を行 った。 始 あ は,

整 理 ・整 とん よ り も清 掃 を 考 え る 児童 が 多 か った。

今 回 は 「身 の 回 り」 は ど こか 限定 せず 活 動 を始 め た

が,自 分 の 引 き 出 しや ロ ッカ ー,そ れ か ら教 室 全体

へ と 目が 向 け られ,皆 で 共 有 して い る物 に まで 活 動

が 広 が って い った。 水 槽 や ボ ー ル を洗 うな ど,友 達

同 士 声 をか け合 い協 力 し合 う場 面 も見 られ,意 欲 的

に活 動 して い た。 ま た,指 示 を与 え な くて も一 人 一

人 が 活 動 の 場 を見 っ け るな ど,自 主 的 に 行動 して い

た。 学 習 後 の 感 想 で は,「 こん な に ゴ ミが あ る とは

思 わ な か った。jrき れ い に な って す っ と した。 」

「や って よ か った。J「 す ご くい い 気 持 ちだ った 。 」

な ど,課 題 を十 分 達 成 した 意 見 が ほ とん どで あ った 。

さ らに,ジ こん な に きれ い に な るな ら,家 に 帰 っ

て もや って み よ う と思 う。 」 と書 い て あ るな ど,学

習 した こ とを実 践 して み よ う とい う意 欲 も見 られ た 。

i傭 謝 ど こ肩 防 法1ど の 劫 ・
(く わ し く)lr.にel

静
響

擁 一炉 畷矧

碇7k懲 吐 り蕉 ひ1曳 乙1
;々7ζ も焦

卵"・ 」芝 よ め07噛 一ヒ ざ鴨

冬呈・具 ・さ堪7騨 ンh蔦1
・,tミ

のもロヨリ

臓 笠蔓柑 鳩 撚

1誕 密 撫,嘆
しR●
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占
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イx鴨 ツ しiかVしTし

ノ
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!

一__噸 譲フンド
セル0嘩 撒 した。つくえ
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殴機_
　
鋤 窪幽
ロ.Ψカーの 申 タオG酌 き し責一
♂ メ=2… ・ 筆

③ 第1時 の 作 業 を 映 した ビデ オ を 児 童 に 見 せ た こ と

は,自 分 達 の 活 動 を 思 い 出す の に とて も有 効 で あ っ

た。 その た め,ど の 班 も 「実践 した こ と」 を た くさ

ん カ ー ドに記 入 す る こ とが で きた 。 しか し,カ ー ド

に何 を記 入 す るか を は っき り指 示 しな か った た め,

「どの よ うに したか 。 」等 の 工 夫 した 言 葉 が 書 き に

くか った よ うだ 。 ま た,ビ デオ の 編 集 で は,一 人 の

児 童 の作 業 を通 して 映 す な と,整 理 前 と整 理 後 の 変

化 が よ く分 か る よ うにす る工 夫 が 必 要 で あ った 。

学 習 後 の ま とめで は,ワ ー ク シー トに黄 緑,青,

黄 の色 シー ル を貼 らせ る こ とに よ り,自 分 の した こ

とを 〈整 理 ・整 とん 〉〈 そ う じ〉 〈 ごみ の 始 末 〉 に

分 類 した。 どの 児 童 に も,気 持 ちの よ い住 まい にす

るた め に は この3っ が 大 切 だ とい う こ とが,よ く理

解 され て い た。 さ らに,「 片 づ け た後,使 って いな

い もの が た くさん あ るの で,リ サ イ クル を 考 え た い。」

と リサ イ クル に気 付 くな ど,次 時 の 課 題 に まで 目を

向 け られ る児童 もい た。
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〈第6学 年 〉

(1)実 態調査

① 調査の 目的

児童の現段階での興味 ・関心 のある領域 と住 まいに関す ると らえ方や 「家族の生活 と住

居領域の学習の実践度 を調査 し,「 よ りよい家庭生活を 目指 し,主 体的に実践す る力を育

て る指導の工夫 」に迫 る支援 のための 資料 とす る。

② 調査対象 都 内公立小学校3校 の第6学 年児童187名

③ 調査期 日と方法

平成7年9月 中旬 質問紙法 による無記名方式

④ 調査結果

ア あなたは衣服,食 物,家 族 と住 まいの学習の 中で一番興味 ・関心があ るの はどの学習

ですか?

○衣服37名(20%)・ 家族 と住 まい12名(6%)

○食物138名(74%)

イ あなたに とって 「家 」 とは どん な ところですか?(回 答複数)

○住 む ところ

○生活す るところ

○寝 る ところ

○食べ るところ

○体 を休 め るところ

36名

98名

87名

60名

19名

ウ あなたは 「家族 と住まい」の学習 を実践 した ことが あ りますか?

○整理 ・整 とん133名(71%)

○掃 除124名(66%)

○ ごみの分別126名(67%)

⑤ 調査結果 と考察

ア この設問 は児童の興 味 ・関心 のある領域 を把握 する ことを 目的 と してい る。食物領域

が74%と 圧倒 的に興味 ・関心が高 く,家 族 の生活 と住居の領域 は6%と 最 も少 ない結

果 とな った。以上の ことか ら 「家族 の生活 と住居 」の領域 こそ,児 童の興味 ・関心を高

める ことがで きるよ うな学習 内容 の精選 や教材 ・教具,指 導法の工夫が必要で あると考

え る。

イ この設 問は児童が現段 階で,「 家Jを どうとらえて いるかを知 ることを 目的 として い

る。結果 か ら児童 は 「家 ・住 まい」を基礎 的な生活 の場 として,と らえ ることぽで きて

いる と推測 され る。 しか し安心 して体 を休 あた り,家 族で団 らんす るな ど生活の場以外

の大切 な働 きが ある ととらえている児童 は少 ない。 さ らに 「いた くないところ」 と答え

た児童の存在 も無視す る ことはで きない。 そ こで,「 住 まい」の大切 さを知 ることがで

きる学習 の展 開を工夫 する必要が ある と考え られ る。

ウ この設問 は現段階での 「家族の生活 と住居 」領域で学習 した内容の,児 童の実践度を

知 ることを目的 と して いる。興味 ・関心の低 い領域であ るにもかかわ らず実践度 は高い。

○ 安 心 で き る と こ ろ59名

○ 楽 しい と ころ17名

○ 家 族 で 過 ごす と ころ 一32名

○ 自 由 にで き る と ころ 一14名

○ い た くな い と こ ろ2名

(回 答 複 数)

○ ごみ 出 し153名(82%)

○ リサ イ クル71名(38%)

0廃 品 回 収1名(0.5%)
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この ことか ら当初興味 ・関心が低 くて も,教 材 ・教具や指導法の工夫 をす ることによ り

仕事の実践化が図れ,生 きて働 く力が育成 され る と推測 され る。

(2)指 導の実際

① 題材 名 「住まいを快適 に」

② 題 材設定の理 由

児童は第5学 年 の 「気持 ちのよい住 まい」で身の回 りの整理 ・整 とんや清掃,ご みや不

用品の処理 の仕方等 にっいて学習 して いる。第6学 年の 「家族 の生活 と住居 」領域の学習

を指導す るに当た って 児童の実態 を把握す るため に実態調査 を行 った。 その結果,児 童 は

「家族の 生活 と住居 」領域へ の関心 は低 く,住 まい も単に食事 を した り寝 た りす る場 と し

て とらえ てお り,生 命 の保護や健康の維持,休 息や団 らんの場,家 事労働 をす る場等の重

要性 にはあ ま り気付 いていな い。住居 に関 して は興 味 ・関心 の薄 い原 因の ひ とっ と して

「着 る ・食べ る」 と違 い,問 題点が明 らか にな って も児童 自身の力だ けで は解決 しに くい

ことが推測 され る。

そこで児童が 「住む こ と」 に興味 ・関心を もち,さ らに快適 な生活のため に自分で工夫

し,実 践で きるように 「窓」 に着 目 し,学 習の要 とした。 「窓」を通 して採 光,通 風,換

気の仕方,夏 や冬の快適 な暮 らし方等の学習が展 開す るよ う,題 材の配 列を工夫 した。身

近 な 「窓 」を教材 と して提示す ることによ り児童 の学習意欲が高 まり,主 体的に実践 す る

力が育っ と考え た。住 まいは家族が生活す る大事 な器で あることを理解 し,よ りよい住ま

い方の工夫がで きるよ うになることを願い,本 題材 を設定 した。

③ 題材の 目標

ア

イ

ウ

エ

窓 に興味 ・関心を もっ。

日光や採光,照 明,通 風が必要であ ることが分か る。

気候の変化 に対応す る住 まい方が分か り,快 適 に過 ごそ うと工夫 す る。

暖房や換気の仕方が分か り,安 全に留意 して暖房器具を扱 った り換 気を した りす る こ

とがで きる。

オ 住 まいの働 きが分か り,快 適 な住 まい方 を考え工夫す る。

力 住んで いる地域 に興味 ・関心を もち,環 境 をよ りよ くしようとす る。

④ 指導計画

題 材 名 時 痢 小 題 材 名

住 まいを快適に

12

時

閤

1 ① 窓 はなぜあるの?《 事例1》

3

2

1

2

② 窓 か ら考 え よ う1《 事 例2》

・日 光(採 光 と照 明)

・風(通 風)

・音 と景 色(騒 音 と気 分)

・季 節(夏 の く ら し ・冬 の く ら し)

1 ③ 住まいってどんなところ

2 ④ 見直そう!地 域の環境
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⑤ 事例1 「窓 は な ぜ あ るの?」

ア

轡

餅

伽

、
触

ゴ
毒

4

、

ザ
幽

甑雛勿〃沿露 騨蝋 護、、 を々

鷺'

}!…欝
壷 、

㍉ ド{1

なぷ

閥ム 剛_〃 一・

/∴ 鞠

鯨 、 亨

糧 ,書滞 暴麟

購 へ3疎
,_

○模型の家

児童 の興味 ・関心 を喚起す る目的

で,模 型の家 を作成 し,家 を見っめ

直す ことがで きるよ うに した。

(1/12)

目標 快 適 に生 活 す る た めの 窓 に興 味 ・関 心 を もつ 。

イ 展 開

籔 の申 住 みや でく なぜ 歓 には
しよ うvが あ6の ぼ

;凱li謙 窓肇 嘗
⊂=コ[二1口

◇板 考例

学 習 活 動

○窓のない模型の家を見る。
、

＼
＼

、
、

、
＼

、

教 師 の 支 援

05・6人 の児童が入れるくらい

の家を用意す る。

家の中に入 ってみよう

○家に入 った感想を発表す る。

・暗い ・暑い

○班毎に活動 し,全 員が家に入れ

るようにする。

どうすれば,住 みやすくなるだろう

○ 家 に何 が あ れ ば も っ と住 み や

す くな るか考 え 発 表 す る。

・窓 ・電 気 ・クー ラ ー

○窓から取 り入れるもの出すも

4のは何かグループで考え短冊
/に 書 く。

浅⊃短冊を黒板に貼 る。

・光 ・風 ・空 気
'

'

O窓 は,健 康に住むためには欠

かせないものだと気付 く。

○グループで話 し合いながら,

ダンボールの家を使 って窓を

つける。

○グループごとに発表す る。

○住みやすくなる条件をた くさん

発表することで,最 初にほしい

のは窓であることに気付 くよう

にする。

○どの家にも必ず窓があることを

確認する。

○光,風 汚れた空気,臭 い

などが出入りすることに気付 く

ようにする。

○窓がなかったらどうなるか考え

られるように助言する。

○窓にする画用紙を用意 し,は さ

みで好きな大きさに切るように

助言する。

○東西南北をダンボールの家につ

けておく。

iO発 表をまとめる。

10窓 から取 り入れるもの出すもの

の中から太陽光の役 目にっいて

考えていくことを知 らせる。

ウ 評価 快適 に生活す るための窓 に興味 ・関心 を もったか。
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評価の観点と評価 捨 料

iO家 であることが分かり,何1模 型の家

をするのだろうと興殊 ・関

心を もつ。

(興味 ・関心/観 察〉

○ξ驚 感想を発表病

(興味 ・関心/観 察)

○感想 と関連 して発表しよう

とする。

(関心 ・意欲 ・態度/観 察)

○窓から取 り入れるもの出す

ものを短冊に書く。

(創意工夫/机 間指導)

短冊

/ノ
/

○窓の大 きさを決め,窓 が貼

れたか。

(創意工夫,技 能/机 間指導)

0発 表 しようとする。

(興味 ・関心/観 察)

/
/

/
/

/

ダンボールの

家

画用紙

π
肇講樗ボ'轡

醜 聰 灘
二't;:

、 繍 騨

鄭

レ 幽
1㌦噛 翼 愚

!!圃
i' 響

魚

騰 磁

㍉ 警
卿 滋 螺

0授 業風景

/
/

/0

1鋤 縁
饗r孫/ 、 驚1

L_ 一

○ ダ ンボ ー ルの 家

児 童 た ちが 創 意 工 夫 で き るよ うに,ダ

ン ボ ー ル の 家 を 用 意 した 。 ま た,窓 は

貼 って はが せ るの りを使 用 し,試 行 錯 誤

しや す いよ うに工 夫 した。
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⑥ 事例2「 窓か ら考え よう!」

⊥ 」

ア

イ

○昔の家の写真

○実験 のよ うす

○発表 のよ うす

騒

(2/12)

目標 ・光 りの差 し込 み 方 に興 味 ・関 心 を もっ。

・よ りよ い採 光 の 仕 方 が 分 か り ,工 夫 しよ う とす

る。

展 開

学 習 活 動 教 師 の 支 援

○本時のああてを知る。

○前時に家の模型に付けた窓を

確かめる。

iO知 らせるために、前時に作成 し1

た短冊を掲示する。

○家の模型は窓を くりぬいておき

班毎に配る。一
Lの 家の南側から・光はどう差し込むだろ劉

0差 し込み方を予想する。

のように差し込むか実験 しよう

i

iO南 側の特徴を知らせる。

一 ⊥ 一

i

。家の鯉 と照蕨 「。脇 て実験結果が性格に副
りの差 し込み方を確かある。

○っけた窓がよかったか話 し会

う。

O話 し合いの結果を発表する。

0よ い窓の条件を知る。

ように班毎に支援する。

○班毎に助言をする。

○よいところは認め、ほめる。

○発表を生か してまとある。一
Lよりよ吻 の鰍 れ纏 ろう!

○よりよい採光倣 めの工夫を10よ りお 燦採光の工夫が分かるよ

知る。

○自分で実行できそうな採光の

工夫を考える。

○考えた採光の工夫について発

表する。

O本 時のまとめをする。

○次時の学習を知 る。

うに、具体的な資料を提示する。

○机間指導を し、個別に助言をす

る。

○よいところは認あ、ほめる。

○児童の発言を生かし学習が実践

しやすいようにまとめる。

○日光の働 きについて学習するこ

とを知 らせる。

ウ 評 価 ・光 りの 差 し込 み 方 に興 味 ・関 心 が もて た か 。

・よ りよ い採 光 の 仕 方 が 分 か り ,工 夫 しよ う と

して い るか 。
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評 価 と 方 法 資 料

短冊

/
家の模型 ・小

ワ ー ク シ ー ト

/
0光 りの差 し込み方に興味 ・ ワ ー ク シ ー ト

関心をもっことができる。 家の模型 ・小

(関心 ・意欲/観 察) 照明灯

マ ジ ッ クペ ン

窓の写真

○よりよい採光の仕方が分か のこぎり

る。(知 識 ・理解/観 察) 汚れたガラス

・自分で実践できるよりよい 家具の模型

採光の仕方を工夫 しようと 植木の模型＼

する。(創 意工夫/観 察) 白と黒の紙 ＼
カセ ッ ト

写真

ワ ー ク シ ー ト

○各班が模型 に開けた窓

<頗 適 な す ま い1>

(1>寝"↓1,い 〔冗}1こ入.でみよ>r

ナ、.r。
嘲 ぢisろ 鮮

しししx3
確 してh叡 け わ

f"rrこ 匿
3し,ろ が翫 ドL

e1じ う夢イL鳳 ぞ

尽†-帰 亀塩

く2)ミ ヤっロち　ヘマちノでうもりと まじリアゆユア

聖 見 障 引qnM+e鳳 吉 墜 σ ゼ

一蕊　 幽輔㎞
お

購卿 プ'3d-`7切a
レ啄 裏 ほ みホ々、

がろヌちずれい'需 禰義一

1想 や天ro脅 こ助q3

L-」

i幽 一ヱとやゲ「別'ド`τ物 網 幽4一

く3)ヨ ロいナロほ い ヒ くい ロ バよ う ぐ5)mし り いet　 えり ロ

/一 丁 ＼idN.PC>ihil'dO'-r;)

/讐 嘉 三

黒 ∵1欝
Nl△ ④1△1"1

鵜

1戸Fラ スを 軸 い1・5、 〈.

罰 ～ 打幽予Lプ'ヲ ィLト 幽琶 嗣 ワ に ・,邑め 巨u;R3
.

¢:,

_」
ぐメL>

○ ワ ー ク シ ー ト

○ よ くない採光の例を知 らせ る教 具

圃

一21一



㈲ 資料

① 事例1の 授業 の導入 に使用 した大 きな家 の模型

(ベ ニヤ板を使用)

② 各 グル ー プ で使 用 した小 さ な家 の

模 型 は,郵 便局 のユ ーパ ッ クの箱

オ レ ンジ,グ レー プ フ ル ー ツの く

だ もの の 箱 を利 用 。

〆 ③ 事例
2で 使用 した家 と電灯 の配 置

(太 陽の通 り道 を春分,秋 分 の 日とした)
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9考 察

(1)事 例1

児童の家庭生活,こ とに 「住 まい」にっいて は個 々の差が大 きく,共 通課題を もって意欲

的 に取 り組む ようにす ることが難 しい。 そ こで,「 窓」を取 り上 げ,キ ーワー ドと し,児 童

が身近 な問題 と して学 習に取 り組 め るよ う工夫 した。

① 家の模型(大)

窓の ない家 に実際 に入 る体験をす ることで 「窓 」の重要性 に気付 き,興 味 ・関心 を もっ

て児童 は学習で きた。 また,共 通な課題を もっ こともで きた。

② 家 の模型(小)

班毎 に家 の模型 を用意 した。直接 に目で見て手 で触れ ることがで き,班 員同士の話 し合

いが活発 にな った。 さらに,窓 を画用紙で切 って作 った り,そ の窓を家の模型 に貼 った り

す る作業 は,楽 しみなが ら自分 たちの考え を深め るのに効果的で あ った。

③ 発表の仕 方の工 夫

各班の意見を班毎に色 を変えた短冊 にま とめて黒板 に貼 った。 これ によ り,各 班の意見

を確認 した り,生 か した り しやすか った。

(2}事 例2

窓 か ら日光を導 き入れて室 内を明 る くす る採光 にっ いて,児 童が興味 ・関心 を もって学習

で き るよ うに実験や教具 などを工夫 した。

① 実験

前時,児 童 は窓 を何処 に付 けた らよいか考え,家 の模型(小)に 窓を付けた。 この窓が

採光の点か らよいかど うか実験 を して,確 認 した。

まず,窓 に光を当てた ら光は どう差 し込むか予想を立てた。次 に照明灯を太陽 に見立 て

て光の差 し込み方を確 かあた。 この過程 を通 して,児 童 は光の差 し込み方 に興味 ・関心を

もち,実 験結果か らよい窓の条件を考 え ることがで きた。実験装 置は,現 実の太陽 に近い

もの となるよ う,高 度や位置な どを工夫 した。照明灯 は,学 校の保健室 にある もの を活用

した。

② 教 具(採 光 の工夫)

ア 汚れたガ ラス 透 明なセロフ ァンと汚 れたセ ロフ ァンを窓ガ ラスに見立て,

対比 して見 ることがで きるよ うに した。

イ 家具や植木で光を遮 断 部屋の模型 に家具や植木 の ミニチュアを置 き,光 を

遮 る様子 を実感で きるように した。

ウ 壁紙の色 明 るい色の壁紙 と暗い色の壁紙を貼 った部 屋の模型 を用意 し,部

屋の明 るさの違 いに気付 くよ うに した。

工 家の写真 学 校の近 くの窓に特徴 のある家の写真を提 示 して,窓 の イメー ジ

をふ くらませた。

上記の事例1,2の よ うに模型を使 った り,実 験 を した り,資 料を活用 した りの学習 の後

児童 は,現 実の生活 に も目を向け,改 あて窓 を見直 し,窓 に対 してよ り興味 ・関心 を高あ,

自分 にで きる ことに取 り組 もうとす る意欲や態度 が見 られ た。
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IV研 究 の ま とめ と今 後 の 課題

本年度 は,主 体的 に実践す ることがで きる力を育て るために,教 材や指導 内容を工夫 し学

習方法,実 践 的 ・体験 的な活動の場の設定な どを考慮 し授 業を行 った。

・児童 の関心 ・意欲 を喚起す るために,実 物,模 型,ビ デオ,実 験な ど,視 覚や感覚 に訴え

る教材 ・教具 を工夫 した。

・学習の展開 については,児 童 にと って身近な共通の課題を提示 した り,共 通 に体験で きる

場面 を設定 した りし,児 童が 自 ら考え,解 決で きるように した。

・題材 は,児 童が見通 しを もって学習 に取 り組 めるよ うに系統的に配 列 し,学 習 した後の家

庭で の実践 につなが るよ うに配慮 した。

f第5学 年分科会 のま とめ

・始めに体 験的活 動を取 り入れた ことによ り,今 まで気が付か なか った 自分の身の回 りに興

味 ド関心を もたせ ることがで きた。

・ワークシー トの形式を工夫 し,題 材を通 して 使用す ることで,見 通 しを もって学習 に取 り

組み,家 庭での実践 を促す ことがで きた。

・生活を見 っめ る→共通体験→ よ りよい方法を考え,解 決す る→家庭で実践 してみ るとい う

課題解決型の学習 によ り,家 庭生活を よりよ くしよ うとす る意欲 を高 める ことがで きた。

2第6学 年分科会 のまとめ

・ 「住 まい」の学習 は,児 童 自身の力だ けで は解決 しに くい問題があ り,個 人差 も大 きいが,

窓 とい う身近 な課題 を提 示する ことによ り興味 ・関心を喚起す ることが で きた。

・分か りやすい題材 名や題材の配列 を工夫す ることにより,な お一層実践 に結 び付 きや す く

す ることがで きた。

・大小の家の模型や,照 明器具を使 った実験 など,教 材 ・教具を工夫す ることによ り,学 習

意欲を喚起す ることがで きた。

3今 後 の課題

・児童の実践意欲を高め,主 体 的に取 り組む たあの教材 ・教具 については,さ らに工夫 して

い く必 要があ る。

・児童一人一人が実践 に よって,ど のよ うに変容 したかを と らえ るための評価 の工夫 など学

習の過 程を大切 に した評価 については,さ らに研究 を深めて行 きたい。
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